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理科教育における 「生成的学習モデル」 と 0PPA- 中学校 1 年生単元 「植物の世界」 を事例と し て一

中 島 雅 子* 山 田 理 恵** 松 本 伸 示*** 

本稿では, 一枚ポート フ ォリ オ評価法 ( 0PPA : One Page Portfolio Assessment, 以下 0PPA と表記) の導入によ る 「生

成的学習モデル (generative learning model)」 に基づ く 理科授業の成立と その効果を , 中学 1 年生を対象に検証 し た。 そ

の結果, OPPA の機能が 「生成的学習モデル」 を基づ く 授業論で重視すべき点 と関係 し てい るこ とがわかっ た。 それは, 

次の 5 点であっ た。 第 1 に, 「 メ タ認知」 が育成 さ れるこ と。 第 2 に, こ れによ り , 学習者が 「学ぶ意味」 や 「学ぶ必然

性」 の感得 を可能にするこ と。 第 3 に, 学習者自身によ る 「反省的思考」 を促すこ と。 第 4 に, 「構成主義」 に基づ く 概

念の形成過程と いう 視点 を重視 し ているこ と。 第 5 に, こ れら を可能にし たのは, OPPA の 「概念の形成過程の可視化」

によ るこ と である。 以上よ り , 授業に 0PPA を導入するこ と で、 「生成的学習モデル」 に基づ く 授業が成立す るこ と がわ

かっ た。 さ ら に, それは中学生に好意的に受け入れら れるこ と で , 有効に機能す るこ と があき らかにな っ た。 

キーワ ー ド : 0PPA, 生成的学習モデル, 学ぶ意味, 学ぶ必然性, メ タ認知

1 は じ めに

本研究は, 一枚 ポー ト フ ォ リ オ評価法 ( 0PPA : One 
Page Portfolio Assessment, 以下 0PPA と 表記) の導入

によ る 「生成的学習モデル (generative learning model)」
に基づ く 理科授業の成立と その効果を検討 しよ う とする

も のであ る。

こ れま で , オズ ボー ン (Roger Osbome) ら に よ る

「生成的学習モデル」 ' を中心に, 「構成主義 (constructi- 
vism) 」 に基づ く 概念の形成過程と いう 視点から授業論

を検討 し てき た2。 その結果, 授業論で重視すべき点 と

し て, 次の 3 つを導出 した。

第 1 に, 授業におけ る 「 メ タ認知」 の育成である。 第

2 に, こ れによ り , 授業 において 「学ぶ意味」 や 「学ぶ

必然性」 を学習者が感得す るこ と が可能にな る と考え ら

れるこ と であ る。 第 3 に, 授業において, 学習者自身に

よ る 「反省的思考」 を促すこ と であ る。 こ れらは, オズ

ボー ンら の 「 メ タ認知」 を重視 し た学習論によ る も ので

あり , それは, 学習者の概念の形成過程を重視す るこ と

でな さ れた。

では, こ れら を具体化す るには どのよ う な授業 を行え

ばよいのだろ う か。 本研究では 0PPA に着目 し た。 そ

の理由は次の通り である。

OPPA は 「構成主義」 的な学習観3 に基づき開発さ れ

た自己評価法であ る。 こ れまでの報告によ り メ タ認知の

育成に有効 と さ れてい る 4。 さ ら に , こ れによ り , 学習

者が 「なぜ理科を学ぶのか」 と い った理科を 「学ぶ意味」

や, 「理科を学ばねば」 と い っ た 「学ぶ必然性」 , さ ら に

は, 「 やればで き る」 と い っ た 「自己効力感」 の感得 を

促す こ と が報告 さ れてい る 5。 し たがっ て , 「生成的学

習モデル」 に基づ く 授業を実施する上で , OPPA は大き

な役割 を果たす可能性があると考えた。

OPPA を導入 し た授業については, 多 く の先行研究が

あ る が 6 , 「生成的学習モ デル」 と の関係 を検討 し たも

のはこ れま で にはない。 
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2 目 的

本研究の日的は, 「生成的学習モデル」 の具体化 と そ

の効果を明 ら かにす るこ と であ る。 そのために, 次の 4 
点を検討する。

( 1 ) 中学 1 年生の単元 「植物の世界」 において, 0PP
シート を作成 し , 生徒の学習前 ・ 中 ・ 後の概念を類型

化する。

( 2 ) 0PPA に関する感想を生徒に記述させ, それら類

型化する。

( 3 ) こ れらより , OPPA の効果を検討する。

( 4 ) ( 3 ) で明ら かにな っ た効果と 「生成的学習モデ

ル」 と の関連性 を明 ら かに し , 授業に 0PPA を導入

す るこ と で , 「生成的学習モデル」 に基づ く 授業が成

立するかどう かを検討する。

( 6 ) 最後に, それは, 実際の中学校現場で有効に働 く

のかについて明 ら かにす る。 

3 方 法

本研究では, 0PP シー ト の記述と 0PP シー ト に関す

る生徒の感想を基に, 概念の形成過程と いう 視点 を中心

に分析を行う 。 具体的な方法は次の通り である。

( 1 ) 0PP シート (図 1 ) を作成 し , 中学 1 年生に記

録させる。 生徒は, 授業の前後に同 じ問いかけ (本質

的な問い) 7 に関する記述を行う 。 また, 毎時間, 授

業終了時に 「今日の授業で一番重要だと思っ たこ と」

およ び 「疑問点と感想」 を記入する。

単元の終了時には, 記述の全体を通 し て, 「こ の単

元の学習 を通 し て自分が変わっ たか, 変わら ないか,
変わっ た と し た ら何が変わっ たのか」 について記入す

る。 

* 兵庫教育大学大学院博士課程 * * 南アルプス市立白根巨摩中学校

* * * 兵庫教育大学大学院教育実践高度化専攻 平成26年10月22 日受理
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理科教育におけ る 「生成的学習モデル」 と 0PPA 

( 2 ) 1 枚の 0PP シー ト を完成 させた段階で、 0PPA 
に関す る感想 を , 記述 させる。

( 3 ) ( 1 ) と ( 2 ) の記述を基に, 0PPA の効果を抽

出する。

( 4 ) ( 3 ) で明 らかに さ れた効果と 「生成的学習モデ

ル」 の関係 を検討 し , 「生成的学習モデル」 に基づ く

理科授業の成立と その効果を検討する。

( 5 ) 実施期日は, 2013年 4 月初旬~ 5 月上旬。 対象は

山梨県内の公立 s 中学校 1 年生, 112名である。 

4 授業の概要

( 1 ) 中学 1 年単元 「植物の世界」 を事例にし て 0PP
シー ト を作成 し , 授業 を行 っ た。 使用 し た教科書は

「『新 しい科学 1年』 平成24年度版, 東京書籍」 であ

る。 授業の概要 (全 7 時間) は, 表 1 に示す。

( 2 ) OPP シー ト 記入において指示 し た内容は次の通

り である。

① 「学習前」 欄の記述

1 時間目の最初に , 「理科の授業は何のためにあ

ると 思いますか ? 」 と いう 質問 (本質的な問い) に

従い 5 分時間をと っ て 「学習前」 欄に記入 させる。

② 「学習履歴」 欄の記述

毎授業において最後に, 5 分程度時間をと り 「今

日の学習で一番重要だっ たこ と を書き ま し よう」 ,
「疑問点や感想な ど何で も よいので自由に書い て く

だ さ い」 と いう 欄に記入 させる 8。
③ 「最下段」 欄の記述

「学習後」 およ び 「最下段」 欄の記述と最後 ( 7 時
間目) の授業で10分程度時間をと り , 「学習後」 の

欄に, ①と同 じ質問 (本質的な問い) に関す る記述

を させる。 ま た, シー ト の最下段に 「学習前 ・ 中 ・

後 を振り 返っ てみて , 何がわかり ま し たか ? ま た,
今回の勉強 を通 し てあなたは何がどのよ う に変わり

ま し たか ? そのこ と につい てあなたは どう 思います

か ? 感想で も かまいませんので自由に書いて く だ さ

い」 とい う 質問に関す る記述を させる。 

表 1 授業の概略
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時限 
学習内容 

( ) 内は, 学習者の具体的な活動を示す。 

1 時限目 ルーべ, 顕微鏡の使い方, およ び, スケ ッチの仕方 

2 時限目 
「 ア ブラ ナ」 の観察 (「 ア ブラ ナ」 を分解 し , 外側か 

ら順番に並べて ノ ート に貼る) 

3 時限目 

観察のま と めによ る被子植物のつ く り の学習 ( 「 ア ブ 

ラ ナ」 のつ く り の観察 を中心に, 被子植物のつ く り を学 

習する) 

4 時限目 
被子植物のま と め (前時のつ く り を , さ ら に他の被子 

植物にも広げて考え る) 
5 時限目 「マツ」 を教材にし た裸子植物のつ く り の学習 

6 時限目 
顕微鏡実習 (顕微鏡の使い方を練習す るために, 市販の 

プ レパラ ー ト を用いた観察を行う ) 

7 時限目 
レ ポー ト の書き方 を学習す る (GWに仕上げる予定のレ

ポート の書き方を学習する) 

5 結果

OPP シー ト に見 ら れる記述と 0PPA に関す る感想か

ら わかっ たこ と を整理す る。

5 -1 OPP シー ト にみら れる記述 から わかつたこ と

「学習前 ・ 後」 の記述を概念別に分類したもの (図 2 ) 
と その記述例 (表 2 ) , およ び, 「最下段の記述」 にみら

れた概念を分類 し た結果を (表 3 ) 示す。 こ れら を整理

し た と こ ろ , 次の 5 点が明 ら かにな っ た。

5 -1 -1 理科を学ぶ意味の認識

第 1 に, 多 く の生徒は, 理科を学ぶ意味 を適切に認識

し てい るこ と であ る。 先ほども述べたよ う に, 今回作成

したシート では 「学習前 ・ 後」 に記述する 「本質的な問

い」 と して 「理科の授業は何のためにあると思いますか? 」
を設定 し た。 こ れは, 理科を学ぶ意味や必然性の育成 を

生徒に促すこ と を意図 し たものである。 図 2 より , 学習

前 ・ 後と も に 「自然を理解す るため」 と 「将来役立つ」

が多 いのがわかる。 こ れらは, 理科教育の目的論におい

て多 く みら れる も のと ほぼ一致す る 9。 つま り , 多 く の

生徒た ちは, 「理科の授業は何のためにあ るのか」 につ

いて学習前から 「生徒たち なり」 にであるが, 認識 し て

い るこ と にな る。 

図 2 「学習前 ・ 後」 の記述における概念 (%) N=112 



44 学校教育学研究, 2015, 第27巻

表 2 「学習前 ・ 後」 の記述例 (a, b, c はクラ ス, 番号は生徒 を示す) 

学習前 学習後

A 受験のため

大人にな っ てから使う こ と だと 思う から。 受験に成功す るた 

め (a-3 男子)。 

高校入試のため。 大学合格のため。 知恵を増やすため (c-7 

女子) 

テス ト でよい点をと るため。 高校受験のため (c-11 女子) テスト でよい点を取るため。 想像力ア ッ プ↑ ↑ ↑ (c-11 女子) 

B 知識 を増やすため

大人にな っ て, 基本的な知識を知つていた方が科学的な考え 

ができ るよ う になるから (c-5 男子) 

顕微鏡やルーべな どの道具の正 し い使い方、 い ろい ろ知 ら な 

いこ と を覚え るため (a-15 女子) 

理科の勉強を覚え るため (b-7 女子) 植物や生物のこ とが, 小学校よ り よ く わかった (b-2 男子) 

C 将来役立つ

将来のため。 おそら く 何かに役立つ (c-16 女子) 役に立つし , 知つてて得だから (a-2 男子) 

実験な どを通 し て, わかっ たこ と が将来に役立つから (a-6 

女子) 

理科の実験と かし く みを調べて理科の楽し さ を感 じ るため。 

こ れからの社会な どで覚えてお く ため (a-3 女子) 

大人にな っ てから使う こ と だと 思う から。 受験に成功す るた 

め (a-3男子) 

危険な生き物がどこ に住んでい るか分かれば、 その場所では 

そう いう 所で気をつける。 植物に対 しての態度 (b-10 男子) 

D 理科的な考え方をまなぶ

科学や実験を通 し て 「そう なんだ ! ! 」 と か知 つて, ? を消 

してい く ため (a-6 男子) 

不思議 を観察な ど し て実際に自分で体験 し てふれあい知 る た 

めにある (C-5 男子) 

今自分が思 っ てい る常識 を , 科学的に分かる よ う にす る ため 

にあると思います (b- 12 男) 

不思議を生み出すもの (b-5 女子) 

分から ないこ と や疑問を分かるよ う にす るため。 好き心 を育 

てるため (b-8 女子) 

「 そ う な んだ」 と い う の を増や し て , 「 な んで だ ろ う 」 を 

「そう なんだ」 にするため (a-6 男子) 

分から なかっ たこ と を分かる力 をつけ るため (b- 18 男子) 知 ら なかっ たこ と を実験な どし て分かるよ う にす る (a-6 女 

子) 

E 自然 を理解するため

科学の不思議 をわかっ て欲 し いから あ る と 思い ます (a- 13 

女子) 

自分がよ く わから ない世界の現象な どの理由を知 るため (b- 

l3 男子) 
身近なこ と で , どんな変化があるかを知 つて も ら う ため (b- 

5 男子) 

実際にある科学に触れて, 楽しむため (b-13 女子) 

F 身近な問題 を解決するため

科学の不思議 をわかっ て欲 しいから あ る と 思います (a- 13 女 

子) 

い ろんな疑問と かを解決す るため (b-7 女子) 

身近なこ と で , どんな変化があ るかを知 つて も ら う ため (b- 

5 男子) 

自分の生活の中には科学があるという こ と と , 具体的な内容 

を教え るためにある んだと思います (b-9 男子) 

環境問題を考えるため (c-8 男子) 自分の生活の疑問を解決するため ! (a- 11 女子) 

G 興味 を も つため

植物や大地の変化を知り , 物理や化学について興味を持っ た 

め (a-12男子) 

分から ないこ と や疑問 を分かるよ う にす るため。 →理科は 

楽しい (c-8 女子) 

人類の科学的発展のために ! ! ! 的な。 そのために小 さい と 

き から教え て興味 を持たせる。 と いう ・ ・ ・ 。 地球の謎を解 

く ために (c-15 女子) 

色々楽 し むため。 わかっ たら楽 しい し , 花 と か, 見たと きに 

こ こ が柱頭かな ? と か思う と おも し ろい。 学習前はそんなこ 

と は思わなかっ たから (a- 18 女子) 

H その他

生き ている中で疑問に思っ たこ と を科学で解明 し , みんなに 生き てい く 中でつけ る考え ( c -9 女子) 

発表するため (b-13 女子) 
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表 3 最下段の記述にみられる学習によ り変容 し たと 思われる概念と 記述数 (割合) 
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変容が見ら れた概念と 具体的な記述 数(%) 
1 学習によ る自分自身の変容を客観視する記述 74 (66) 

① 知識や技能の増加と向上 

・ 顕微鏡の使い方 , 名前が覚え ら れるよ う にな り ま し た。 最初は手 こ ず っ てい たけ れど, だ んだ ん準備す るのが 

速く なり ました (a-5 女子)。 

・ 私は、 がく と花弁の数が同 じ なのに気が付き ま し た。 こ れから も 「 なぜ」 と いう 思い を大切に し たいです (c-9 
女子) 。 

・ 植物 と い っ て も 1 つではな く 一つ一つ違 っ ていて、 で も , 流れは同 じ と い う こ と がす ごい と 思いま し た。 そ し 

て, 一番驚いたこ とは, タ ンポポの一つ一つが花という こ と です (b-9 男子) 。 

50(45) 

② 学び方の変容や理科 を学ぶ意味 

・ 前は , ただ科学 を知 るためにあ る教科だと 思 っ てい たが, 新 し い目的がわか っ た (c- 11 男子) 
・ し っかり 復習 し てお く こ と が大切だ と わかり ま し た。 なので , こ れから , 覚え たこ と を し っかり 復習 し ておき 

たい と 思いま し た。 - 日一 日の積み重ねを大切にしたいです。 (c- 14 女子) 
・ 授業で学んだこ と を踏まえ て , こ れは どう な んだろ う ? と 思う こ と が増え た。 たぶん興味 を持ち始めたんだと 

思う 。 授業が好きになってき た (a-15 女子) 。 

24 (23) 

2 学習意欲の向上 

・ 楽 しいので , - 日二時間やり たいです (b-3 女子) 
・ 私は 「 こ の世の科学 を も っ と 知 り たい」 と 思い ま し た。 前ま で , 習 っ たこ と をや っ てい ただけ だ っ たけ ど, 学 

習 し ても っ と科学を知り たいという 気持ちが出てきま した (a-8 女子) 。 

・ 理科のイ メ ージが変 わっ た。 植物の, 他のもの を押 し のけ る力は どれく らい なのかを調べ てみたい (c-8 男子) 。 

63 (56) 

3 未記入 18(16) 

5-1 - 2 大人の考え方によ る影響

第 2 に, しかし , それは, 大人の考え方の影響を少な

からず受け てい る可能性があるこ と である。 生徒の記述

には , 気にな る表現が多 く みら れた (表 3 ) 。 た と え ば

学習前E 欄の a-13 女子, 及び, b-5 男子の記述 (下線) 
は, 主語が生徒自身ではない。 また, 学習前C 欄の c-16 
女子は, 「おそら く」 と いう 言葉を使 っ てい る。 こ れは, 
生徒たちが理科を学ぶ目的 を自分自身のものと し て受け

止めていない可能性 を示す も のではなかろ う か。 こ のよ

う な記述は他にも みら れた。

5 -1 - 3 学習前における将来や受験に必要だから と

い う目的観

第 3 に, 生徒たちが理科を学ぶのは, あ く まで も将来

のためであり , 理科の学習が現在の自分にと っ て どんな

意味があ るかについての考え を見いだ し ていない と思わ

れる生徒が多いこ と であ る。 たと えば, 表 2 学習前A 欄

の 「大人にな っ てから使う こ と だと 思う から。 受験に成

功す る ため (a-3 男子)」 と い う 記述にみら れるよ う に, 

理科 を学ぶのは, 「大人にな っ てから」 と 考え , 今の自

分にと っ ての意味は, 「受験」 だと いう のであ る。 「将来

のため」 や 「将来役に立つ」 と いう 表現で他にも多 く み

ら れた。 こ のよ う に理科 を学ぶ意味が, 中学生で あ る

「今」 に結びつけて考えに く い様子が伺え る。

5 -1 - 4 学習後に形成 さ れた学ぶ楽 し さ

第 4 に, 学習後に, 「理科を学ぶこ と が楽 し く なっ た」

いう 記述が多 く みら れたこ と である。

先ほどの受験 を意識 し ていた生徒たち も , 学習後にな

る と記述に変化がみら れる。 た と えば, 学習前は, 単に

「生活に役立つ」 だっ た生徒 (b-3 女子) が 「身の回り

のこ と を知り , 生活に役立て る。 少 しで も , い ろ んなこ

と が分かるよ う に」 と変化 し た。 さ ら に, こ の生徒の最

下段の記述では, 「身近なこ と を (植物) 観察 し よ う と

思っ た。 楽 しいので 1 日 2 時間やり たいです。 (笑) 小

学校のと き よ り 細か く て, い ろい ろ知れて良い と思いま

し た」 と , 興味 ・ 関心が向上 し たこ と がわかる。

ほかにも , 学習前に 「将来役立つから」 と し ていた生

図 3 感想にみられる要素 (%) N=112 
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徒たちが, 「最下段の記述」 では 「理科が好き にな っ た

(a-2 男子)」 や, 「花のつ く り を詳 し く 勉強 し て, 外か

らがく , 花弁, お しべ, めしべな どの順番や子房や胚珠

の場所な ど, そんなのがあ っ たのかと 思っ た (a-6 男子)」
と いう よ う に, 新 しい こ と を学んだ喜びを記 し てい る。 

さ ら に, 「授業で学んだこ と を踏まえ て , こ れは どう な

んだろう ? と思う こ と が増え た。 たぶん興味 を持ち始め

たんだと 思う 。 授業が好き にな っ てき た (a-15 女子)」
と いう よ う に, 理科の学習に喜びを見いだ し , それが, 
今現在の自分にと っ て理科学習は意味がある と いう こ と

を自覚す る様子 も みら れた。

5 -1 -5 学びの客観視

第 5 と し て , 自分の学びを客観視す る姿がみら れるこ

と であ る。

「最下段」 の記述を分析する と大き く 2 つのグループ

にわけ るこ と ができ た (表 3 ) 。 1 つは, 「学習によ る自

分自身の変容 を客観視す る記述」 であ る。 こ れは, ①

「知識や技能の増加 ・ 向上」 と , ② 「学び方の変容や理

科 を学ぶ意味」 にわけ ら れた。 2 つめは , 「学習意欲の

向上」 である。 それぞれの数と 具体的な記述は, 表 3 に
示す。 こ れらよ り , 多 く の生徒が, 学習によ る変容を客

観視 し , 学習意欲を向上させたこ と がわかる。

その記述内容を分析すると生徒たちが自分自身の概念

や考え方について深く 考え る様子が見ら れた。 たと えば, 
「知識や技能の向上」 に関す る記述では, 「私は、 がく と

花弁の数が同 じ なのに気が付 き ま し た。 こ れから も 『な

ぜ』 と いう 思い を大切に し たいです (c-9 女子)」 と い つ

たよ う に, 単な る知識の増加にと どま ら ず 「『なぜ』 と

いう 思い を大切に したい」 と い っ た自分の理科授業に関

する姿勢を具体的に記述し てい る。

さ ら に , 「学習意欲の向上」 に関す る記述 を見 る と 、

単な る 「楽 し く な っ た」 とい っ た抽象的なも のばかり で

はな く 「理科のイ メ ージが変わっ た (c-8 男子)」 と い っ

た, 理科と いう 教科に対する考え方の変容がみら れた。 

こ れらは, 自分の学 びを客観視 し た結果と考え ら れる。 

5- 2 OPPA に関する感想から わかつたこ と

次に, 単元終了後 0PPA に関す る感想から わかっ た

こ と を整理する。 そこ での記述を概念別に分類 し た図 3 
と , その具体例 (表 4 ) から , 次の 5 点が明 ら かにな っ

た。

5 -2 -1 「学ぶ意味」 や 「学ぶ必然性」 の形成

第 1 に, 「学ぶ意味」 や 「学ぶ必然性」 の形成がみら

れるこ と である。 たと えば, 図 4 に示すよ う に 「理科が

何のためにあ るのか」 と い う 問いかけが, 「理科の授業

の受け方」 に影響 を与え てい るのがわかる。 ま た, 「将

来のためと 思っ たけ ど, 自然の厳 し さ を知 る こ と がで き

た (c-6 男子)」 と い う よ う に , 中学生である今の自分

にと っ て意味があ るこ と を自覚す る記述や 「履歴表を見

直 し てみる と 前に勉強 し たこ と がわかっ て , 授業が分か

り やす く な っ た (a-16 男子) と い う よ う に , 学び方 を

見い だ し てい る記述も みら れた。 

表 4 感想の記述例

要素 記述例 

J OPPA に 
好意的 

・ どんなこ と を学習 し たかがよ く 分かっ てそれの 

感想 と かを見ながら大事なこ と と かを思い出す 

こ と ができ るよう になった (b-7 女子) 。 
・ 授業 を疑問や意識 を も っ て授業 を受け るよ う に 

なっ た。 履歴表で授業を振り 返るこ と ができ た 

(c-2 男子)。 

K 「反省的 
思考」 

・ 不思議に思う こ と が多 く な っ てよかっ た (a-7 
男子)。 

・ 履歴表で授業の受け方が変わった (a-13 男子) 。 
・ 理科の授業の見方がかわっ た。 学習 し たこ と を 

考え直すよう になった (b-10 男子)。 
・ 返 さ れて振り 返ると 次はこ う し よ う こ う ノ ート

にま とめよう と なった (b-18 男子)。 

・ 自分の実力がわかった (b-5 女子) 。 
・ 自分で大事 な と こ ろが分かるよ う にな っ た。 

・ 履歴表を書 く と き , 何もかけないと 「あ一 し っ 

かり 授業聞いてなかっ たな一」 と思い次からは 

気 をつけ るよ う にな っ た。 あと 分から なかっ た 

と こ ろ も し っかり 気づいて分から なかっ たと こ 

ろ を復習するよう になった (c-3 女子) 。 

L 振 り 返 り 
がで き る 

・ その日にやっ たこ と を振り かえ れるので 「ああ, 
こ んなこ と があ っ たな」 や 「つながっ て るな」 

と思う こ とがあるよう になり ま した (a-6 男子)。 

・ 毎日理科の授業 を振り 返るこ と ができ るのでな 

んと な く 終わるこ と がな く な っ た と 思う (a- 18 
女子)。 

・ 小学校の時の理科は授業が終わっ たら そのま ま 

終わり だ っ たけ ど, 履歴表 を書 く こ と によ っ て , 
今日の授業は, どんなこ と を勉強 し たのか, ど 

んなこ と が分から なかっ たか, 自分で理解す る 

こ と ができ る (b-1 女子)。 

M 意欲的に 

な っ た 

・ 最初は小学校の時 と 違 っ て大変だ っ たけ ど, 今 

は履歴表を書 く こ と で, 自分の生活面に良い変 
化がでて う れしかっ た。 こ れから も き ち んと出 

そう と思った (b-13 女子) 。 
・ 勉強に取り 組も う とする姿勢がよ く な った (c- 

7 男子) 。 

N 理解や能 

力の向上 
・ 理科のこ と で分か っ たこ と をま と める こ と がで 

き るよう になった (a-10 女子) 。 
・ じ ゆぎ よう の振り 返り がで き るので習 っ たこ と 

が整理 さ れて内容が し っかり 分かるよ う にな つ 

た (a-16 女子)。 

0 先生に質 
問がで き る 

・ 花のつ く り や光合成の事で分から ないこ と を書 

いて先生の答え をも ら っ て変わっ たと思います。 

(今まで先生に聞かなかったから) (a-13 女子)。 
・ 重要なこ と がわか る よ う に な っ た。 分から ない 

こ と が先生に気軽にきけ るよ う になっ た (b- 14 
女子)。 

P 自分の身 
持 ちが素直 

に書け る 

・ 感想 を書いてい るので , 自分の思っ たこ と が素 

直にかけ るよ う になった (a-19男子) 。 
・ 思っ たこ と をかけたり 重要なこ と をかけ る (c- 

l 女子) 。 

' Mt 書く こ とで、 今まで と i わったこ と、 i■l たこ と t 一 、て く ださい.
o ま t しっ

、
l し t 、'1 -5 、t' 

、、

整 t、z、 f '、' 、 '
、

L 、 い
◆ ' 、

ー '、

図 4 「学ぶ意味」 を感得 した記述例 (a-1 男子)

5 -2 -2 「反省的思考」 の形成

第 2 に, 図 3 から明 ら かなよ う に反省的思考の形成が

多 く みら れたこ と である。 たとえば表 4 の 「その日にやっ

たこ と を振り かえ れるので 『ああ , こ んな こ と があ っ た

な』 や 『つながっ て る な』 と 思う こ と がある よ う になり

ま し た (a-6 男子)」 や, 図 5 の 「自分なり の勉強の仕



理科教育におけ る 「生成的学習モデル」 と 0PPA 

方 を見つけ るこ と ができ ま し た (b-16 女子) 」 と いう 記

述から , 生徒が自 ら , 自身の学習 を省みて , そ れが, 勉

強の仕方の改善に結びついてい く 様子が見て取 れる。

ほかにも 表 4 の事例にあ るよ う な 「反省的思考」 が, 
学習の意欲向上に結びつき , さ ら には, 理科を学ぶ意味

を獲得する様子がう かがえ る。 こ のよ う に, 生徒たちは, 
理科の授業の受け方がかわっ た自分を自覚す るこ と で, 
自 らの学びを振り 返るこ と の意味 を実感 し てい るのであ

る。 さ ら に , こ れら は , 0PP シー ト を使 う こ と で も た

ら さ れたと い う のである。 

表 者 二 1、
'

っ 「二こ. '-が 3 、、 1 , ) の v のし I t - つ' f 二 、'l 
て''' i まし 二。 

図 5 「反省的思考」 の記述例 (b-16女子) 

5-2 -3 OPPA に好意的であるこ と

第 3 に, OPPA に好意的である こ と があげら れる。 表

4 におけ る 「L 振り 返り ができ る」 や 「N 理解や能力の

向上」 , 「書 く 力があがっ た」 の記述例にみら れるよ う に, 
こ のシー ト が自分の学習に役立つから だ と す る も のが多

かっ た。 こ れらは, 0PPA によ り , 自己の学びの客観視

が可能にな っ た効果と 考え ら れる。

5 -2 - 4 学習意欲の向上

第 4 に, 意欲的にな っ た と いう 記述が多 く みら れたこ

と であ る。 た と え ば, 表 4 「M 意欲的 にな っ た」 欄 に

示 し た記述や 「理科の授業の後に, お も し ろかっ たこ と

や分かっ たこ と を振り 返るよ う にな っ た。 大切な事 を書

き , 家で復習す るよ う になっ た (b-13 女子)」 , 「 じぶん

がふ し ぎと お も っ たこ と な どを先生から ヒ ン ト が返っ て

き たり し ても っ と自分で考え てみよ う と 思う よ う にな っ

たこ と です (c-9女子)」 のよ う に, 自ら学び, 自ら考え

る姿勢がみら れるよ う にな っ たこ と がわかる。 

6 考 察

以上よ り , こ こ では, 次の 2 点について検討する。 ま

ず, 今回の事例 を基に し た 0PPA の効果 を整理す る。 

次に, それら と 「生成的学習モデル」 に基づ く 授業 と の

関連を明 ら かにす る。 

6- 1 本事例において明 ら かにな っ た 0PPA の効果

今回の事例から , OPPA の効果と し て次の 7 点があき

ら かにな っ た。

まず, 第 1 に学習者の素朴概念と その変容過程が把握

でき るこ と であ る。

第 2 に, それが, 教師と生徒自身の双方に可能であ る

こ と である。

第 3 に, それらは, 学習者が自 ら の学びの客観視によ

る こ と で あ る。 OPP シー ト の最下段の記述にみら れた

「知識や技能の増加 ・ 向上」 と 「学び方の変容や理科を

学ぶ意味」 の感得は, 学びを客観視す る こ と で も た ら さ

れた と 考え ら れる。 こ れは, 「 メ タ認知」 が可能にな つ
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たこ と を示す ものと考え ら れる。

第 4 に, こ れにより , 「学ぶ意味」 や 「学ぶ必然性」

の形成がも た ら さ れた と考え ら れるこ と であ る。 感想の

記述に多 く みら れたよ う に , 0PP シー ト によ り , 生徒

が自 らの学びを振り 返るこ と が可能にな るこ と で , 理科

の学習は将来のためだけでな く , 今の自分にと っ て意味

があるこ と を実感す る姿が数多 く みら れた。 その結果, 
理科の授業の受け方がかわっ たと自覚 し たと考え ら れる。

第 5 に, 「反省的思考」 の形成が多 く みら れたこ と で

ある。 生徒たちは, 「学ぶ意味」 や 「学ぶ必然性」 を感

得す るこ と で , 自 らの学びを振り 返るこ と を可能に し て

い る と考え ら れる。

第 6 に, 学習意欲の向上である。 こ れは、 昨今理科教

育の課題である理科嫌い理科離れ問題にも関係する。

第 7 に, OPPA が好意的に受け入れら れてい る こ と で

ある。 授業で用いる学習方法や評価方法な どは, 学習者

に好意的に受け入れら れるこ と が, 必要不可欠と考え る。 

それが, 学習者が意欲的に楽 し く 学習でき るための前提

と な るのではなかろ う か。

OPPA を開発 し た堀は, その機能 と し て次の 9 点 をあ

げている (表 5 ) '°。
今回明 ら かにな っ た 7 点は, こ れと ほぼ一致す る。 こ

のよ う に, 本事例から も同様な結果がえ ら れたこ と がわ

かっ た。 

6- 2 OPPA の機能と 「生成的学習モデル」 の関係

こ れらは, 冒頭で述べた 「生成的学習モデル」 を基づ

く 授業論で重視すべき点 と大き く 関係 し てい るのがわか

る。 それは, 大き く 次の 5 点に要約でき る。

第 1 に, 授業におけ る 「 メ タ認知」 の育成である。 表

5 に示すよ う に, 0PPA は, 「 メ タ認知の育成」 を目的

と し ており , その効果は, 先ほ ども のべたよ う に, 今回

の事例で も明 ら かにな っ た。

第 2 に , こ れに よ り , 授業 におい て 「学ぶ意味」 や

「学ぶ必然性」 を学習者が感得す るこ と を可能にす る と

考え ら れるこ と であ る。 今回の事例において も多 く 見 ら

れたこ と から 0PPA にその効果があ るこ と がわかる。

第 3 に, 授業において, 学習者自身によ る 「反省的思

考」 を促すこ と である。 今回の事例においても学習者の

表 5 OPPA の機能 (堀, 2009 : p.18の主張に基づき, 筆者作成) 

1 学習者の認知過程の外化と内化のスパイ ラ ル化 

2 
学習内容の全体を見通し , も っ と も重要な事項を簡潔に 

要約する資質能力の育成 

3 学習者の既有の概念や考え方 (素朴概念) の把握 

4 学ぶ意味 ・ 必然性の形成 

5 メ タ認知の育成 

6 学習者によ る学習目標の形成 

7 教師の指導目標と学習者の理解と のずれの確認 

8 教師の授業改善 

9 学習者が自分の内面と向き合い, 見つめ, 学びの過程を 

問い直 し , 深める と いう 働きかけ 
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「反省的思考」 が多 く 見ら れた。 こ れら 3 点は, OPPA 
によ っ て も たら さ れたこ と は, OPPA につい て好意的な

受け止め方 を し てい る生徒が多 いこ と から も わかる。

第 4 に, OPPA が, 「構成主義」 に基づ く 概念の形成

過程と いう 視点 を重視 し てい るこ と であ る。 堀は, 著書

の中で 0PPA は, 構成主義的な学習観に基づい て開発

さ れた と 述べてい る (堀 , 2010, p 220) 。 た と え ば, 
「今日, 自分で一番重要だったこ と を書いてあると 『パ ッ』

と 見た と き にわかり やすい (c-5 女子)」 と い う よ う に, 
OPP シー ト の学習履歴によ り , 概念の形成過程 を自覚

す る姿が今回の生徒の記述から実際にみら れた。 ま た, 
図 1 の 「学習後」 の記述にみら れる 「 な んか, 頭の中が

見てみた く なり ま し た (b-10 女子)」 と いう 表現は, 生

徒自身が, 自らの素朴概念が変容 し てい く 過程を自覚 し

てい る ものと 考え ら れる。 図 6 は, 「生成的学習モデル」

を図に し たも のであ るが, こ の図にみら れる 「生成的学

習」 を実感 し たこ と を意味す る可能性を示すも のではな

かろ う か。 

図 6 生成的学習モデル

出典 : 堀 哲夫 (1992) 「構成主義学習論」 日本理科教育学会
編 『理科教育学講座 5 理科の学習論 (下) 』 東洋館出版社,
207. 

第 5 に, こ れら を可能に し たのは, OPPA の 「概念の

形成過程の可視化」 によ る ものと考え ら れるこ と である。 

つまり , 「生成的学習モデル」 に基づ く 授業には, 0PPA 
の効果の 1 つである概念の形成過程の可視化が有効であ

ると 考え ら れるこ と である。 教師にと っ て学習者の概念

の形成過程は, 見 るこ と ができ ない 「 ブラ ツク ボ ツク ス」

であ る。 学習者自身にと っ ても , 自分の頭の中を客観的

に見るのは通常は難しい。 しかし , 0PPA により , 学習

者の概念の形成過程の可視化が可能にな っ た こ と で , 
「生成的学習」 の過程を教師も学習者自身も把握するこ

と が可能にな っ た と考え ら れる。

以上よ り , 授業に 0PPA を導入するこ と で、 「生成的

学習モデル」 に基づ く 授業が成立す るこ と がわかっ た。 

さ ら に, そ れは, 中学生に好意的に受け入れら れ, 中学

校現場で有効に機能す るこ と があき らかにな っ た。 こ れ

らは, OPPA が理論と実践を接続する視点 を明確化 し て

開発 さ れた こ と によ っ て も た ら さ れた と 考え る。 

7 おわ り に

本研究では, OPPA の導入によ る 「生成的学習モ デ

ル」 に基づ く 理科授業の成立と その効果を検討 し , その

有効性について, 中学校 1 年生を対象と し た事例を基に

実証し た。 しかし , 課題は残る。 授業論におけ る 「生成

的学習モデル」 の意義や 0PPA の有効性は明らかになっ

たが, そこ では, 授業実施者である教師の教育観が大き

く 影響す る可能性がある。 こ れについての検討は, 今後

の課題と す る。 
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